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市政功労者として次の方々が表彰されました。※敬称略 うるま市が誕生して今年で５周年うるま市が誕生して今年で５周年

【 文化・スポーツ功労】
横田　康枝
藏本　秀吉
島袋　啓二
神田　全一
玉栄　繁邦

【 社 会 功 労 】
株式会社
熱帯資源植物研究所
代表取締役　名護　健

沖縄石油基地株式会社
代表取締役社長　吉住　雄二

【 文化・スポーツ功労】
野村流音楽協会具志川支部

【 教 育 功 労 】
名嘉山　兼宏
藏根　芳雄
宜寿次　政昭
古謝　振哲

【 社 会 功 労 】
砂川　安子
崎濱　吉子
宮城　照子
赤嶺　八重子
仲本　悦子
平田　陽子
兼城　マリ子
大庭　康義
座間味　敏子
藏當　良子
島袋　タケ
嘉陽　文雄
照屋　守二郎
諸見里　清
伊礼　修
石原　正昭
伊礼　ヒナヨ
伊　　保

德田　誠吉
松田　輝
兼島　兼俊
崎原　弘
長浜　正昭
松田原　昌一
長濱　景勝
桃原　隆
上田　清
宮里　政昌
外間　實
（故）大石　哲
新垣　兼三
田場　盛市
（故）富里　清行
金城　政輝
上江洲　辰輔
知名　定義
上藏　正雄
長嶺　由次朗
又吉　盛友
名嘉眞　政廣
上江洲　實
當銘　由雄

【 特 別 功 労 】
知念　恒男
藏當　眞德
平川　崇賢
具志堅　順助
石川　邦吉
松野　義勝
上江洲　安吉
前門　幸雄
名嘉眞　治夫

【 自 治 功 労 】
天願　光雄
野原　勝
川上　秀友
森東　則夫
（故）又吉　寛一
伊波　良紀
川野　進也
名護　盛治
西野　一男
東浜　光雄
大屋　政善
山内　末子
安慶名　正信
（故）伊波　隆

念式典」が挙行されました。式典では、本市の発
展に多大な功労がありました74人と３団体を「市
政功労者」として表彰いたしました。また、６月15日
に制定された「うるま市民音頭」が初めてお披露
目されました。

　うるま市は、平成17年４月１日、２市２町の合併に
より誕生し、本年４月に５周年の節目を迎えました。
合併当時11万６千人の人口は、この４月に11万８
千人を超え、沖縄県の中核都市として着実に発展
してまいりました。
　うるま市誕生５周年を記念し、７月１日、うるま市
民芸術劇場において、「うるま市制施行５周年記

うるま市文化協会による市歌斉唱うるま市琉球舞踊協会、うるま市民踊団体連絡協議会
による市民音頭のお披露目

※うるま市ホームページでは、音声と楽譜も紹介しています。
　http://www.city.uruma.lg.jp/5/4109.html
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展に多大な功労がありました74人と３団体を「市
政功労者」として表彰いたしました。また、６月15日
に制定された「うるま市民音頭」が初めてお披露
目されました。

　うるま市は、平成17年４月１日、２市２町の合併に
より誕生し、本年４月に５周年の節目を迎えました。
合併当時11万６千人の人口は、この４月に11万８
千人を超え、沖縄県の中核都市として着実に発展
してまいりました。
　うるま市誕生５周年を記念し、７月１日、うるま市
民芸術劇場において、「うるま市制施行５周年記

うるま市文化協会による市歌斉唱うるま市琉球舞踊協会、うるま市民踊団体連絡協議会
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い れ い 　 おさむ

いしはら　  まさあき

い れ い   ひ な よ

い れ い 　 たもつ

と く だ 　   せ いきち

ま つ だ 　  あきら

か ねしま　   けんしゅん

さきは ら 　  ひろし

な が はま　   まさあき

ま つ た は ら 　   しょういち

な が はま　   けいしょう

とうば る 　  たかし

う え だ 　   きよし

み やざと　  せいしょう

ほ か ま 　  みのる

　 　 　  お お いし 　  て つ

あらかき　   け ん ぞう

 た   ば 　   せ い いち

       とみざと　  せ いこう

きんじょう　   せ い き

 う   え   ず 　   し ん す け

 ち   な 　   て い ぎ

う え くら 　   ま さ お

な が み ね 　   ゆ うじ ろ う

またよし 　 　 せ い ゆう

 な   か   ま 　    まさひろ

 う   え   ず 　  みのる

と う め     よ し お

 ち ね ん    つ ね お

くら とう 　  しんとく

ひらかわ　  そうけ ん

 ぐ し け ん   じゅんすけ

いしかわ　   くによし

ま つ の 　   よし か つ

 う   え  ず 　  あ んきち

まえかど 　  ゆ き お

 な　か　ま 　 　 は る お

てん が ん 　  み つ お

の は ら 　  まさる

かわかみ　  ひ でとも

もりとう 　  の り お

      またよし 　  か ん いち

 い  は 　  よ し の り

か わ の 　   し ん や

 な  ご 　   せ い じ

に し の 　   か ず お

ひがしはま 　  み つ お

お お や 　  せ い ぜ ん

や ま う ち 　  す え こ

 あ  げ  な 　   まさの ぶ

　 　 　　い　は 　  たかし
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住 宅 用
火災警報器
を設置しましょう！

うるま市在住の方で、災害などにより死亡または治
療期間が 30日以上の怪我をされた方、家屋の全
焼・全壊、半焼・半壊及び床上浸水の被害に
遭われた方を対象に災害見舞金を支給しています。

災害により被害を受けた固定資産（土地・家屋・償
却）に係る税の減免について相談を行っております。

災害により被災された方を対象に市県民税の相
談を行っております。

災害により被災された方を対象に納税相談を行っ
ております。

国民健康保険に加入されている方で、災害により
被災された方を対象に国民健康保険税の相談を
行っております。

介護保険に加入されている方で、災害により被災さ
れた方を対象に介護保険料の相談を行っております。

災害により被災され、最低限度の生活水準を維
持することが困難になられた方に対して、生活保
護の相談を行っております。

災害により滅失又は破損した住宅をその災害発生
の日から6か月以内に建築又は大規模修繕をする場
合、建築確認申請手数料の相談を行っております。

災害により家屋等が被災した方に、「り災証明」の
発行を行っております。「り災証明」は、災害見舞金
や損害保険などの申請に必要となる場合があります。
被災者からの申請により、市や消防が被災した建物
等を調査し「り災証明」を発行いたします。

市民生活課
☎973－5487

資産税課
☎973－5394

市民税課
☎973－5382

介護長寿課
☎973－3208

生活福祉課
☎973－4982

建築指導課
☎965－5601

●火災・家屋の浸水被害

市役所総務課
☎973－0606

納税課
☎973－1099

国民健康保険課
☎973－3202

不発弾とは、戦争などで使用された爆弾、その他ロケット弾や手榴弾、地雷などで、地上などに落
下したが発火せずに不発となったものです。このような不発弾は、起爆装置（信管）の安全機構が外
されており、何らかの衝撃で発火装置が起動しうる状態にあることが予想されるので非常に危険です。
不発弾を発見したら、触らずに最寄りの警察署・交番または海上保安署まで届出でください。

消防本部 予防課
☎965-2122
●地震・その他の自然災害

うるま警察署／生活安全課 ☎973－0110
石川警察署 ／生活安全課 ☎964－4110

中城海上保安署／☎938－7118
陸上での発見　 最寄りの警察署・交番 海中での発見

について不発弾
不発弾とは・・・
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住 宅 用
火災警報器
を設置しましょう！

うるま市在住の方で、災害などにより死亡または治
療期間が 30日以上の怪我をされた方、家屋の全
焼・全壊、半焼・半壊及び床上浸水の被害に
遭われた方を対象に災害見舞金を支給しています。

災害により被害を受けた固定資産（土地・家屋・償
却）に係る税の減免について相談を行っております。

災害により被災された方を対象に市県民税の相
談を行っております。

災害により被災された方を対象に納税相談を行っ
ております。

国民健康保険に加入されている方で、災害により
被災された方を対象に国民健康保険税の相談を
行っております。

介護保険に加入されている方で、災害により被災さ
れた方を対象に介護保険料の相談を行っております。

災害により被災され、最低限度の生活水準を維
持することが困難になられた方に対して、生活保
護の相談を行っております。

災害により滅失又は破損した住宅をその災害発生
の日から6か月以内に建築又は大規模修繕をする場
合、建築確認申請手数料の相談を行っております。

災害により家屋等が被災した方に、「り災証明」の
発行を行っております。「り災証明」は、災害見舞金
や損害保険などの申請に必要となる場合があります。
被災者からの申請により、市や消防が被災した建物
等を調査し「り災証明」を発行いたします。

市民生活課
☎973－5487

資産税課
☎973－5394

市民税課
☎973－5382

介護長寿課
☎973－3208

生活福祉課
☎973－4982

建築指導課
☎965－5601

●火災・家屋の浸水被害

市役所総務課
☎973－0606

納税課
☎973－1099

国民健康保険課
☎973－3202

不発弾とは、戦争などで使用された爆弾、その他ロケット弾や手榴弾、地雷などで、地上などに落
下したが発火せずに不発となったものです。このような不発弾は、起爆装置（信管）の安全機構が外
されており、何らかの衝撃で発火装置が起動しうる状態にあることが予想されるので非常に危険です。
不発弾を発見したら、触らずに最寄りの警察署・交番または海上保安署まで届出でください。

消防本部 予防課
☎965-2122
●地震・その他の自然災害

うるま警察署／生活安全課 ☎973－0110
石川警察署 ／生活安全課 ☎964－4110

中城海上保安署／☎938－7118
陸上での発見　 最寄りの警察署・交番 海中での発見

について不発弾
不発弾とは・・・
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現
在
、
休
日
や
夜
間
に
お
い
て
、
軽

症
の
患
者
さ
ん
の
救
急
医
療
へ
の
受
診

が
増
加
し
、
緊
急
性
の
高
い
重
症
の
患

者
さ
ん
の
治
療
に
支
障
を
き
た
す
ケ
ー

ス
が
発
生
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
病

院
勤
務
医
の
負
担
が
過
重
と
な
る
原
因

の
ひ
と
つ
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

休
日
・
夜
間
は
医
療
機
関
に
支
払
わ
れ

る
医
療
費
も
高
く
設
定
さ
れ
て
お
り
、

窓
口
負
担
も
高
く
な
り
ま
す
。

必
要
な
人
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
最
終

的
に
保
険
料
や
窓
口
負
担
と
し
て
皆
様

に
御
負
担
い
た
だ
く
医
療
費
を
有
効
に

活
用
す
る
た
め
、
医
療
機
関
・
薬
局
を

受
診
等
す
る
際
に
は
、
以
下
の
こ
と
に

留
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
休
日
や
夜
間
に
開
い
て
い
る

救
急
医
療
機
関
は
、
緊
急
性
の
高
い
患

者
さ
ん
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
も
の
で

す
。
休
日
や
夜
間
に
受
診
し
よ
う
と
す

る
際
に
は
、
平
日
の
時
間
内
に
受
診
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
、
も
う
一
度

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
か
か
り
つ
け
の
医
師
を
持
ち
、

気
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
ま
ず
は
か
か

り
つ
け
の
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

●
同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関
を

受
診
す
る
こ
と
は
、
控
え
ま
し
ょ
う
。

医
療
費
を
増
や
し
て
し
ま
う
だ
け
で
な

く
、
重
複
す
る
検
査
や
投
薬
に
よ
り
、

か
え
っ
て
体
に
悪
影
響
を
与
え
て
し
ま

う
な
ど
の
心
配
も
あ
り
ま
す
。
今
受
け

て
い
る
治
療
に
不
安
な
ど
が
あ
る
と
き

に
は
、
そ
の
こ
と
を
医
師
に
伝
え
て
話

し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
薬
が
余
っ
て
い
る
と
き
は
、
医

師
や
薬
剤
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。（
薬

の
も
ら
い
す
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。）

●
薬
は
飲
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
は
、
副

作
用
を
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

お
薬
手
帳
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、
既
に

処
方
さ
れ
て
い
る
薬
を
医
師
や
薬
剤
師

に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

●
後
発
医
薬
品
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
）
は
、
先
発
医
薬
品
と
同
等
の
効
能

効
果
を
持
つ
医
薬
品
で
あ
り
、
費
用
が

先
発
医
薬
品
よ
り
も
安
く
す
み
ま
す
。

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望

カ
ー
ド
」
を
医
療
機
関
や
薬
局
に
提
示

す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
後
発
医
薬
品

の
利
用
に
つ
い
て
相
談
に
の
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
夜
間
・
休
日
に
お
子
さ
ん
の
急
な
病
気

で
心
配
に
な
っ
た
ら
、
ま
ず
、
小
児
救
急

電
話
相
談
（
＃
8
0
0
0
）
の
利

用
を
考
え
ま
し
ょ
う
。
小
児
科
の
医
師
や

看
護
師
か
ら
お
子
さ
ん
の
症
状
に
応
じ
た

適
切
な
対
処
の
仕
方
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス

が
受
け
ら
れ
ま
す
。（
相
談
日
時
は
、毎
日
・

夜
間　

午
後
7
時
〜
午
後
11
時 

沖
縄
県

の
相
談
窓
口
へ
つ
な
が
り
ま
す
。）

医療機関・薬局
の受診等に

あたっての留意点
国民健康保険課
☎ 973− 3202



健康支援課
1973−3209

健
診
結
果
を
活
か
し
ま
し
ょ
う
！

〜
特
定
保
健
指
導
が
始
ま
り
ま
す
〜

あ
な
た
の
健
康
は
、

地
域
の
財
産
で
す
！

　

今
年
度
も
４
月
か
ら
特
定
健
診
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
は
健
診
後
、
そ

の
結
果
を
ど
う
活
用
し
て
い
ま
す
か
？

　

生
活
習
慣
病
は
急
に
お
と
ず
れ
る
も
の

で
は
な
く
、
自
覚
症
状
は
な
く
て
も
、
そ

の
前
に
身
体
（
検
査
結
果
）
は
少
し
ず
つ

変
化
が
お
き
て
い
ま
す
。

　

人
生
を
幸
せ
に
送
る
た
め
に
は
、
健
康

が
基
盤
。
だ
か
ら
身
体
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

が
大
切
で
す
。

　

日
々
頑
張
っ
て
い
る
自
分
の
身
体
を
総

点
検
す
る
た
め
に
年
に
一
度
の
健
診
を
受

け
る
こ
と
は
大
切
で
す
が
、
受
け
っ
ぱ
な

し
で
は
、
ま
っ
た
く
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

自
分
の
健
診
結
果
を
し
っ
か
り
受
け
と

め
、
気
に
な
る
検
査
値
に
至
っ
た
原
因
は

何
か
、
改
善
す
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば

良
い
か
等
の
保
健
指
導
を
受
け
る
こ
と
は

大
切
で
す
。

　

是
非
、
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
を

積
極
的
に
受
け
て
、
生
活
習
慣
病
の
予
防

に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

　

全
国
的
に
医
療
費
が
増
え
続
け
る
な

か
、
う
る
ま
市
で
も
そ
の
主
な
原
因
は
生

活
習
慣
病
で
占
め
て
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
は
そ
の
名
の
通
り
個
々
の
生

活
の
仕
方
に
起
因
す
る
病
気
で
す
。言
い
換

え
れ
ば
自
分
の
生
活
を
見
直
し
、改
善
す
れ

ば
病
気
を
予
防
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
健
康
づ
く
り
に
取

り
組
む
こ
と
で
、
健
康
で
い
き
い
き
と
過

ご
す
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の

結
果
、
将
来
の
医
療
費
の
抑
制
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

　

特
定
健
診
を
受
診
さ
れ
た
40
歳
〜
74
歳

以
下
の
方
で
、
問
診
や
検
査
結
果
な
ど
か

ら
、
生
活
改
善
の
必
要
性
の
レ
ベ
ル
が
判

定
さ
れ
、
３
つ
の
段
階
（
情
報
提
供
・
動

機
づ
け
支
援
・
積
極
的
支
援
）
に
分
け
ら

れ
ま
す
。　

　

そ
の
段
階
ご
と
に
、
生
活
習
慣
病
へ
進

行
さ
せ
な
い
た
め
の
保
健
指
導
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

健
康
支
援
課
で
は
、
健
診
受
診
後
に
対

象
者
の
方
へ
、
お
電
話
等
で
『
健
康
相
談

の
ご
案
内
』
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

特
定
保
健
指
導
で
は
、
検
査
結
果
か
ら

問
診
内
容
と
個
人
の
生
活
と
を
結
び
、
関

連
づ
け
な
が
ら
説
明
を
行
い
ま
す
の
で
、

自
分
に
合
っ
た
生
活
習
慣
の
改
善
方
法
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　

健
康
に
気
を
つ
け
る
こ
と
は
、
自
分
の

人
生
を
大
切
に
す
る
こ
と
で
す
。

　

特
定
保
健
指
導
を
積
極
的
に
活
用
し
、

現
在
の
ご
自
分
の
健
康
状
態
を
把
握
す
る

と
と
も
に
、
保
健
師
や
栄
養
士
、
看
護
師

と
一
緒
に
、
生
活
改
善
の
目
標
を
た
て
、

よ
り
健
康
な
生
活
を
送
る
た
め
の
具
体
的

行
動
を
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

健
診
結
果
に
問
題
が
な
く
て
も
、
気
に

な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
定
例
健
康
相
談
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

 

＝
定
例
健
康
相
談
＝

　
毎
週
月
曜
日

　
　

石
川
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

　
毎
週
火
曜
日

　
　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

う
る
み
ん
３
階

　
時
間　

午
前
９
時
〜
午
前
11
時

特
定
保
健
指
導
の
対
象
者
は
？

特
定
保
健
指
導
を
受
け
よ
う
！

定
例
健
康
相
談
の
ご
案
内

うるま市民の健康が危ない！？
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図書館では、毎月テーマ別に特集を組んで
たくさんの資料を展示・紹介しています。

1
1
1

平和をつくりあう
　人は争いをやめることができるのか？
平和をつくるとはどんなことなのか？今、
この世界でどうやって平和をつくれるか
様々な角度からアプローチし、子どもと
大人が一緒に考えあえるよう作られた本。

世界地図で学ぶ国際理解
戦争にかかわる様々なテーマをデー

タにして、世界地図で表してみると…。
世界地図で、私たちを取り巻いている国
際環境の変化を読み取り、地域や国の
違い・変化・つながりを知ることで、世界
のあり方を考える。  

武装解除人が見た現実
利用される少年兵、虐殺、国家破綻…

世界に平和をもっと広告しよう！
「平和とは、それを維持する努力を怠る
とすぐに壊れるもの。壊れ始めるときに
はなかなか気付かず、気づいたときには
もう壊れるのを止められない。平和とは、
不断の闘いなのだ」著者談。  

「神さま」について考える
仏教・キリスト教・イスラム教の三大宗

教を軸に、「信仰とはなにか」解説。
政治や戦争の大義名分になりやすい宗
教。自分にとって、世界中の人にとって、
「神さま」とは何でしょうか？  

「平和」を考えよう

「ＮＯ」と言おう
文字のない絵本が訴える、未来への

願い。
手紙を出しに行く男の子の周りで起
こっていること。すべての暴力に対して
発した男の子の一言が世界を変える。  

おなじ空の下で
ぼくのとなりのとなりのとなりはな

にしてる？
世界の子どもの一瞬を切り取った絵
本。今この時、となりのとなり…世界に
目を向けてみよう。
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通
常
、
国
民
年
金
を
滞
納
し
て
い
た
場
合
、

時
効
の
関
係
で
２
年
以
内
の
保
険
料
し
か
支
払

う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
（
平
成
22
年
８
月
現

在
）。
し
か
し
、
追
納
制
度
を
利
用
す
れ
ば
、

免
除
が
承
認
さ
れ
て
い
た
期
間
中
の
保
険
料

を
、
過
去
10
年
前
ま
で
遡
っ
て
お
支
払
い
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
を
受
け
た
期
間
や

猶
予
期
間
は
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
額
が
減

額
さ
れ
る
、
も
し
く
は
受
給
額
に
反
映
が
な
い

も
の
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。

　

所
得
に
余
裕
が
で
き
た
際
は
、
追
納
（
後
払

い
）
を
し
て
お
く
ほ
う
が
将
来
も
ら
え
る
年
金

額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
て
安
心
で
す
。

　

ま
た
、
国
民
年
金
保
険
料
は
支
払
っ
た
金
額

全
額
が
、
所
得
申
告
の
際
「
社
会
保
険
料
控
除
」

の
対
象
に
な
り
ま
す
の
で
、
節
税
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

　

受
給
額
を
満
額
に
近
づ
け
る
た
め
に
、「
追

納
制
度
」
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
免
除
の
承
認
を
受
け
た
３
年
度
目
以
降
に
保

険
料
を
追
納
す
る
場
合
に
は
、
当
時
の
保
険

料
に
加
算
金
が
つ
き
ま
す
の
で
、
早
め
の
追

納
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

10
年
前
ま
で
の
保
険
料
を
払
え
ま
す
！

余裕ができた時
に国民年金保険
料を追納（後払
い）することで、
受給額を満額に
近づけることが
できます！

国民年金の保
険料を免除し
たのはいいけ
れど、将来も
らえる年金額
が少なくなっ
ちゃうなあ…

○
追
納
の
お
申
し
込
み
は
、
市
役
所
年
金

係
ま
た
は
コ
ザ
年
金
事
務
所
（
1
９
３
３

−

３
４
３
７
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

免
除
申
請
の
結
果
通
知
が
「
期
間
延
長

承
認
」
と
な
っ
て
い
る
方
は
継
続
申
請
が

承
認
さ
れ
た
方
で
す
。
次
年
度
以
降
は
結

果
通
知
が
届
く
の
を
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

※
継
続
を
希
望
し
た
う
え
で
免
除
を
申
請

し
て
い
て
も
（
全
額
又
は
若
年
者
納
付
猶

予
の
み
継
続
希
望
可
）、
年
度
毎
に
所
得

審
査
が
あ
り
ま
す
の
で
世
帯
構
成
や
所
得

に
大
幅
な
変
動
が
あ
る
場
合
は
免
除
が
承

認
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

結
果
通
知
が
「
不
承
認
」
で
免
除
が
却

下
さ
れ
た
方
へ
は
、
納
付
書
が
届
き
ま
す
。

　

全
額
免
除
又
は
若
年
者
納
付
猶
予
が
不

承
認
と
な
っ
て
も
、
一
部
免
除
（
3/4
免
除
・

半
額
免
除
・
1/4
免
除
）
に
該
当
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
年
金
係
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

継
続
申
請
の
結
果
通
知
を

受
け
取
ら
れ
た
方
へ

市
民
課
年
金
係 

1
９
７
３

−

５
４
９
８

年
金
だ
よ
り

年
金
だ
よ
り

国
民
年
金
保
険
料
追
納
の
ご
案
内

国
民
年
金
保
険
料
追
納
の
ご
案
内

そんなときには
「追納制度」！
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「
定
時
・
定
量
・
定
品
質
」
で
安
定
的
出
荷
目
指
す

「
定
時
・
定
量
・
定
品
質
」
で
安
定
的
出
荷
目
指
す

マ
ン
ゴ
ー
拠
点
産
地
認
定
証
交
付
式

　６月に行われた第41回ボーイズリーグ選手権沖縄県大会
で、市内で活動するうるまボーイズが見事優勝の栄冠を手
にしました。
　７月13日、市役所を訪れた選手や監督らチーム関係者が
島袋市長へ優勝の喜びを伝えました。また、「全国大会で
は、練習の成果を発揮して、優勝を目指して頑張ります。応
援よろしくお願いします。」と選手一人ひとりが、８月に大阪府
で開催される全国大会への抱負を話しました。

7/7　短冊に願いを込めて

県大会優勝及び全国大会出場報告

7/12　夏の交通安全運動うるま地区出発式

チーム一丸となって勝利を手に

　中部地区野菜生産出荷協議会、中部地区オクラ産地協
議会の共催によるオクラ品評会が、７月８日、ＪＡおきなわ中部
地区営農振興センターで行われました。中部各地区から23
点が出品され、厳しい審査の結果、金賞に玉城陽代さん
（与那城屋慶名）が選ばれ、その他にも市内から４名の方が
入賞しました。うるま市は県からオクラの拠点産地として認
定されており、生産農家戸数は82戸、生産量は84トン（平成
21年度実績）と栽培が盛んな地域です。

正七位瑞宝双光章
　　　　知念 順榮氏（２月４日逝去）
　　　　うるま市字具志川【元中学校校長】

オクラ品評会

− 叙位叙勲 −

さらなる品質の向上を目指して

7/5　県職員短期併任辞令交付式

ち　ねん   じゅんえい

　島袋市長よりコザ県税事務所職員の喜瀬勝美さん、
親富祖盛光さん、大里裕文さん、新田光治さんに併任辞
令が交付されました。
　コザ県税事務所の職員は３か月間、市職員の身分を併
任し、徴収業務や滞納処分などの事務を市職員と共同で
行い、市民税並びに県民税の収納率向上に努めます。

　毎年ビオスの丘が開催する七夕のイベントに、今年は
ヨゼフ幼稚園の園児たちが招待されました。園児たち
は、用意された笹に自分の願いを書いた短冊を飾り、「七
夕の歌」を元気よく歌った後、湖水観賞舟に乗って湖を
遊覧するなど、ビオスの丘園内で楽しく過ごしました。

　７月15日、うるま市が県内６番目となるマンゴーの拠点産地として認定されま
した。同日、沖縄市にあるＪＡファーマーズマーケットうまんちゅ市場において認
定証の交付式が行われました。県の比嘉俊昭農林水産部長から島袋市長
へ認定証が手渡されました。島袋市長は「マンゴーは、さとうきびや花卉に次
ぐ市の経済を支える有望作物として考えている。関係機関と連携し、安定的
な栽培と品質向上を図り、農家所得の向上に努めたい」と挨拶しました。優勝報告に市役所を訪れた選手と監督らチーム関係者

審査員による厳しい審査の様子

　うるま市食生活改善推進協議会（神田順子会長）が、ボ
ランティア活動を通して食育推進に貢献しているとして、
「2010年度食育推進ボランティア表彰（内閣府主催）」の受
賞団体として選ばれました。　
　同表彰には、64の個人・団体による食育ボランティア活動
事例が推薦され、その中から10団体が優秀事例として選考
されています。6月28日、同協議会のメンバーが市役所を訪
れ、島袋市長に受賞の喜びを報告しました。

2010年度食育推進ボランティア表彰受賞報告

ボランティアを通して、食育の推進に貢献

かみだ  　 よりこ

受賞報告に市役所を訪れた市食生活改善推進協議会のメンバー

　夏休みを目前に控え、増加する青少年の夜遊びや深
夜はいかいを防ぐことを目的に７月２日、「青少年の深夜は
いかい防止」・「未成年者飲酒防止」県民一斉行動うる
ま市民総決起大会が、市民芸術劇場で行われました。大
会では、中学、高校、保護者の各代表者による意見発表
のあと、「家族のふれあいを深め、明るく楽しい家庭づくり
に努めよう」「青少年が目標を持ち、自主・自立の精神を養
うよう支援しよう」などの大会宣言が読み上げられ採択さ
れました。

うるま市民総決起大会開催

青少年の健全育成を支援

多くの関係団体が参加して行われた大会の様子

認
定
証
の
交
付
式
を
終
え
、記
念
撮
影
す
る
島
袋
市
長
と

県
や
Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
の
関
係
者

　勝連庁舎隣にある勝連シビックセンターで、夏の交通
安全県民運動うるま地区出発式が行われ、闘牛を先頭
に多くの関係者がパレードに参加し、歩行者や運転手に
交通マナーの遵守徹底、飲酒運転根絶などを呼びかけ
ました。

ひ　が としあき

たまき はるよ

き　せ かつみ

お や ふ そ もりみつ おおざと ひろふみ にった こうじ
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マ
ン
ゴ
ー
拠
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　６月に行われた第41回ボーイズリーグ選手権沖縄県大会
で、市内で活動するうるまボーイズが見事優勝の栄冠を手
にしました。
　７月13日、市役所を訪れた選手や監督らチーム関係者が
島袋市長へ優勝の喜びを伝えました。また、「全国大会で
は、練習の成果を発揮して、優勝を目指して頑張ります。応
援よろしくお願いします。」と選手一人ひとりが、８月に大阪府
で開催される全国大会への抱負を話しました。

7/7　短冊に願いを込めて

県大会優勝及び全国大会出場報告

7/12　夏の交通安全運動うるま地区出発式

チーム一丸となって勝利を手に

　中部地区野菜生産出荷協議会、中部地区オクラ産地協
議会の共催によるオクラ品評会が、７月８日、ＪＡおきなわ中部
地区営農振興センターで行われました。中部各地区から23
点が出品され、厳しい審査の結果、金賞に玉城陽代さん
（与那城屋慶名）が選ばれ、その他にも市内から４名の方が
入賞しました。うるま市は県からオクラの拠点産地として認
定されており、生産農家戸数は82戸、生産量は84トン（平成
21年度実績）と栽培が盛んな地域です。

正七位瑞宝双光章
　　　　知念 順榮氏（２月４日逝去）
　　　　うるま市字具志川【元中学校校長】

オクラ品評会

− 叙位叙勲 −

さらなる品質の向上を目指して

7/5　県職員短期併任辞令交付式

ち　ねん   じゅんえい

　島袋市長よりコザ県税事務所職員の喜瀬勝美さん、
親富祖盛光さん、大里裕文さん、新田光治さんに併任辞
令が交付されました。
　コザ県税事務所の職員は３か月間、市職員の身分を併
任し、徴収業務や滞納処分などの事務を市職員と共同で
行い、市民税並びに県民税の収納率向上に努めます。

　毎年ビオスの丘が開催する七夕のイベントに、今年は
ヨゼフ幼稚園の園児たちが招待されました。園児たち
は、用意された笹に自分の願いを書いた短冊を飾り、「七
夕の歌」を元気よく歌った後、湖水観賞舟に乗って湖を
遊覧するなど、ビオスの丘園内で楽しく過ごしました。

　７月15日、うるま市が県内６番目となるマンゴーの拠点産地として認定されま
した。同日、沖縄市にあるＪＡファーマーズマーケットうまんちゅ市場において認
定証の交付式が行われました。県の比嘉俊昭農林水産部長から島袋市長
へ認定証が手渡されました。島袋市長は「マンゴーは、さとうきびや花卉に次
ぐ市の経済を支える有望作物として考えている。関係機関と連携し、安定的
な栽培と品質向上を図り、農家所得の向上に努めたい」と挨拶しました。優勝報告に市役所を訪れた選手と監督らチーム関係者

審査員による厳しい審査の様子

　うるま市食生活改善推進協議会（神田順子会長）が、ボ
ランティア活動を通して食育推進に貢献しているとして、
「2010年度食育推進ボランティア表彰（内閣府主催）」の受
賞団体として選ばれました。　
　同表彰には、64の個人・団体による食育ボランティア活動
事例が推薦され、その中から10団体が優秀事例として選考
されています。6月28日、同協議会のメンバーが市役所を訪
れ、島袋市長に受賞の喜びを報告しました。

2010年度食育推進ボランティア表彰受賞報告

ボランティアを通して、食育の推進に貢献

かみだ  　 よりこ

受賞報告に市役所を訪れた市食生活改善推進協議会のメンバー

　夏休みを目前に控え、増加する青少年の夜遊びや深
夜はいかいを防ぐことを目的に７月２日、「青少年の深夜は
いかい防止」・「未成年者飲酒防止」県民一斉行動うる
ま市民総決起大会が、市民芸術劇場で行われました。大
会では、中学、高校、保護者の各代表者による意見発表
のあと、「家族のふれあいを深め、明るく楽しい家庭づくり
に努めよう」「青少年が目標を持ち、自主・自立の精神を養
うよう支援しよう」などの大会宣言が読み上げられ採択さ
れました。

うるま市民総決起大会開催

青少年の健全育成を支援

多くの関係団体が参加して行われた大会の様子

認
定
証
の
交
付
式
を
終
え
、記
念
撮
影
す
る
島
袋
市
長
と

県
や
Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
の
関
係
者

　勝連庁舎隣にある勝連シビックセンターで、夏の交通
安全県民運動うるま地区出発式が行われ、闘牛を先頭
に多くの関係者がパレードに参加し、歩行者や運転手に
交通マナーの遵守徹底、飲酒運転根絶などを呼びかけ
ました。

ひ　が としあき

たまき はるよ

き　せ かつみ

お や ふ そ もりみつ おおざと ひろふみ にった こうじ
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i n f o r m a t i o n

子
育
て

「
子
ど
も
手
当
」
の
申
請
が
ま
だ
の
方

は
お
早
め
に
！

　

児
童
手
当
に
代
わ
り
、
４
月
１
日
か
ら
子

ど
も
手
当
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
手

当
は
中
学
修
了
前
ま
で
の
子
ど
も
が
対
象
と

な
り
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

９
月
30
日
ま
で
に
申
請
を
す
る
と
４
月
に

遡
っ
て
手
当
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
対
象
者
】

・
中
学
２
年
生
～
中
学
３
年
生
の
子
を
養
育

　

し
て
い
る
方

・
所
得
制
限
等
で
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い

　

な
か
っ
た
方

※
な
お
、
子
ど
も
の
両
親
の
う
ち
所
得
が
高

　

い
方
が
受
給
者
に
な
り
ま
す
。

※
公
務
員
の
場
合
は
勤
務
先
で
申
請
し
て
く

　

だ
さ
い
。

現
況
届
（
子
ど
も
手
当
）
は
お
済
み
で

す
か
？

　

現
況
届
は
手
当
を
受
け
て
い
る
方
の
６
月

１
日
現
在
の
お
子
さ
ん
の
養
育
状
況
を
確
認

す
る
大
切
な
届
け
で
す
。
現
況
届
の
提
出
が

な
い
と
平
成
22
年
６
月
分
以
降
の
手
当
（
10

月
期
支
給
）
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
22
年
４
月
以
降
、
新
た
に
子
ど
も
手

当
の
申
請
（
出
生
・
転
入
・
子
ど
も
手
当
創

設
に
よ
る
申
請
等
）
を
行
っ
た
方
は
、
現
況

届
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

募　

集

市
立
幼
稚
園
臨
時
教
諭
の
募
集

　

平
成
22
年
度
長
期
研
究
教
員
と
し
て
教
育

研
究
所
に
入
所
す
る
幼
稚
園
教
諭
補
充
と
し

て
の
臨
時
教
諭
を
募
集
し
ま
す
。

【
と 

き
】
平
成
22
年
10
月
１
日
～

　

平
成
23
年
３
月
31
日

【
と
こ
ろ
】
う
る
ま
市
立
天
願
幼
稚
園

【
対 

象
】
幼
稚
園
教
諭
免
許
保
持
者

【
定 

員
】
１
名

【
申
込
方
法
】
う
る
ま
市
立
教
育
研
究
所
に

　

履
歴
書
を
提
出(

後
日
面
接
実
施)

【
申
込
期
限
】
平
成
22
年
８
月
27
日(

金)

８月１日から、児童扶養手当が父子家庭の
皆さまにも支給対象になります。児童扶養手当が父子家庭へ拡充！

父子家庭の支給要件
　次の①～⑤のいずれかに該当する子どもについ
て、父がその子どもを監護し、かつ、生計を同じく
している場合に支給されます。
　①父母が婚姻を解消した子ども
　②母が死亡した子ども
　③母が一定程度の障害の状態にある子ども
　④母の生死が明らかでない子ども
　⑤その他（母が１年以上遺棄している子ども、母
　　が１年以上拘禁されている子ども、母が婚姻に
　　よらないで懐胎した子どもなど）
※要件に該当していても、認定できない場合もあり
　ますので、窓口でご相談ください。
例： 父が公的年金を受けている
　　父が事実婚の状態であるときなど

手当額（月額）
　受給資格者が監護・養育する子どもの数や受給資
格者の所得等により決められ、通常４か月分が４月、
８月、12 月に支払われます。

児童１人の場合　全部支給：月額 41,720 円
　　　　　　　　　一部支給：月額 41,710 円～ 9,850 円
児童２人以上の加算額
　　　　　　　　２人目 5,000 円
　　　　　　　　３人目以降１人につき 3,000 円

申請時期
　支給要件を確認のうえ、平成 22 年 11 月 30 日ま
でに申請してください。
●平成 22 年７月 31 日までに支給要件に該当して
　いる方は、「８月分」から支給されます。
●平成 22 年８月１日以降、11 月 30 日までに支給
　要件に該当した方は、「要件に該当した日の翌月分」 
　から支給されます。
　　なお、11 月 30 日を過ぎて申請した場合は、「申
　請の翌月分」からの支給になります。(10 月末日
　までの申請分は、12 月に支払い予定です )
※受給者となる本人以外の申請・相談は受け付けら
　れませんのでご了承ください。

申請場所
児童家庭課窓口（本庁２階）
☎９７３－４９８３

児
童
家
庭
課

1
９
７
３
｜
４
９
８
３

う
る
ま
市
立
教
育
研
究
所

1
９
７
８
｜
２
１
５
８
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i n f o r m a t i o n

う
る
ま
市
学
童
水
泳
大
会
参
加
者
募
集

　

泳
ぐ
こ
と
を
と
お
し
て
健
康
な
身
体
を
つ

く
り
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
を
養
う
こ
と

と
、
夏
休
み
期
間
中
の
健
全
育
成
に
努
め
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

【
と 

き
】
８
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
集
合

【
と
こ
ろ
】
石
川
プ
ー
ル

【
対 

象
】
市
内
に
在
住
の
小
学
生
（
一
時
帰

　

郷
し
て
い
る
者
を
含
む
）

【
参
加
料
】
１
０
０
円 

（
保
険
料
含
む
）

【
申
込
方
法
】
社
会
体
育
課
（
具
志
川
運
動

　

公
園
管
理
事
務
所
）・
具
志
川
・
石
川
・

　

勝
連
・
与
那
城
の
各
体
育
施
設
事
務
所
窓
口

　

へ
所
定
の
申
込
書
に
て
申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
期
限
】
８
月
18
日
（
水
）
午
後
５
時

　

ま
で

「
成
人
初
心
者
ゴ
ル
フ
教
室
」
参
加
者

募
集

　

ゴ
ル
フ
の
正
し
い
知
識
及
び
体
力
づ
く

り
・
健
康
増
進
と
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を

目
的
に
開
催
し
ま
す
。

【
と
き
】
９
月
７
日
（
火
）
～
10
月
８
日
（
金
）

　
　
　

 

10
回 

午
後
７
時
～

【
と
こ
ろ
】
和
合
ヒ
ル
ズ
ゴ
ル
フ
ガ
ー
デ
ン

【
対 

象
】
市
内
に
在
住
の
成
人(

初
心
者)

【
定 

員
】
30
名

【
参
加
料
】
５
０
０
円 

（
保
険
料
含
む
）

　
　
　
　

 

※
ボ
ー
ル
代 

３
０
０
円
／
日

【
申
込
方
法
】
社
会
体
育
課
（
具
志
川
運
動

　

公
園
管
理
事
務
所
）・
具
志
川
・
石
川
・

　

勝
連
・
与
那
城
の
各
体
育
施
設
事
務
所

　

窓
口
へ
所
定
の
申
込
書
に
て
申
込
み
く

　

だ
さ
い
。

【
申
込
期
間
】

　

８
月
９
日
（
月
）
～
８
月
26
日
（
木
）
た

だ
し
、
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

じ
ん
ぶ
ん
館
キ
ッ
ズ
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー

ル
開
催
！

【
練
習
日
】
毎
週
火
曜
日
・
金
曜
日

　

午
後
４
時
～
午
後
６
時

【
と
こ
ろ
】
じ
ん
ぶ
ん
館 

交
流
広
場

【
指
導
内
容
】
ボ
ー
ル
の
蹴
り
方
、
止
め
方
、

　

運
び
方
や
ゲ
ー
ム

【
入
会
金
】
１
，
５
０
０
円

　
　
　
　
（
ス
ポ
ー
ツ
保
険
等
）

【
月
会
費
】
１
，
５
０
０
円

　
　
　
　
（
ス
ク
ー
ル
運
営
費
等
）

※
雨
天
中
止
の
場
合
は
、
日
程
変
更
な
ど
行

　

い
対
応
し
ま
す
。

【
対 

象
】
園
児
・
小
学
生

【
定 

員
】
20
名

【
持
ち
物
】
タ
オ
ル
・
飲
み
物
・
ボ
ー
ル

※
運
動
の
出
来
る
服
装
・
靴
で
ご
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

【
申
込
受
付
】
じ
ん
ぶ
ん
館
管
理
室
（
宮
里
）

平
成
22
年
度

 

う
る
ま
市
子
育
て
支
援

　
H
O
W
 T
O 

講
座

　

昔
は
地
域
の
関
わ
り
が
深
く
、
た
く
さ
ん
の
大
人

に
見
守
ら
れ
子
育
て
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
は

核
家
族
に
よ
る
家
族
の
孤
立
が
進
み
、
子
育
て
の
悩

み
に
対
し
気
軽
に
相
談
で
き
る
環
境
が
だ
ん
だ
ん
と

失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、子
育
て
の
な
ぜ
？

ど
う
し
て
？
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
、
家
庭
・
地
域

の
子
育
て
力
を
高
め
子
育
て
不
安
や
児
童
虐
待
の
抑

制
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
講
座
で
す
。

【
受
講
資
格
】

　

う
る
ま
市
に
在
住
、
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
方
で

　

子
ど
も
支
援
に
興
味
・
関
心
が
あ
り
、
熱
意
の
あ

　

る
成
人
な
ら
誰
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

【
申
し
込
み
期
間
】

　

８
月
23 

日
（
月
）
～
９
月
８
日
（
水
）

　

た
だ
し
、
受
講
定
員
（
30
人
）
に
達
し
次
第
締
め

　

切
り
ま
す
。

【
申
し
込
み
方
法
】

　

直
接
、
ま
た
は
お
電
話
で
う
る
ま
市
児
童
家
庭
課

　

児
童
係
（
家
庭
児
童
相
談
室
）
へ
申
し
込
ん
で
く

　

だ
さ
い
。

　

＊
１
講
座
の
み
の
受
講
も
で
き
ま
す
。

【
と
こ
ろ
】

　

う
る
ま
市
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー 

う
る
み
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
階
視
聴
覚
室

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

う
る
ま
市
児
童
家
庭
課 

児
童
係

　
　
　
　
　
（
家
庭
児
童
相
談
室
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
９
７
３

－

４
９
８
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
９
７
３

－

５
０
４
１

№ 開講日 時間 内 容 講 師

1 9 ／ 16（木）
午後 2 時～

午後 4 時

　子どもの病気と対応について
　中部病院小児科部長 小

こ は ま

濱 守
もりやす

安氏
2 9 ／ 30（木） 　子どもの安全、事故防止について

3 10 ／ 13（水） 　読みきかせ ～子どもの成長～ 　くすぬち平和文化館 真
ま え し ろ

栄城 栄
え い こ

子氏
4 10 ／ 20（水） 

午前 10 時～
正午

　やる気を引き出す対話 　臨床発達心理士 金
き ん

武 育
い く こ

子氏
5 11 ／ 2（火） 　食育について ～人間性を育む～ 　健康支援課栄養士 大

おおくま

熊 幸
ゆ き え

恵氏
6 11 ／ 12（金） 　色を使った子育て 　色彩・アート研究所代表 野

の は ら

原 智
ち え こ

惠子氏
★開講日によって、時間が異なります。 ★ 1 講座だけ受講したい場合でも申し込みが必要です。
★講師の先生の都合により日程変更となる可能性もありますので、ご了承ください。
★託児あり（申し込み時に希望してください）

社
会
体
育
課

1
９
８
９
｜
３
１
１
０

い
ち
ゅ
い
具
志
川
じ
ん
ぶ
ん
館

1
９
８
２
｜
４
１
４
０

社
会
体
育
課

1
９
８
９
｜
３
１
１
０

平
成
22
年
度

 

う
る
ま
市
子
育
て
支
援

　
H
O
W
 T
O 

講
座



第
21
回
中
部
ト
リ
ム
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　

３
㎞(
フ
ァ
ミ
リ
ー
親
子
の
部
含
む)

・

５
㎞
・
10
㎞
・
20
㎞
の
各
コ
ー
ス
を
設
け
子

ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
参
加
し
て
楽
し
め

る
ト
リ
ム
マ
ラ
ソ
ン
で
す
。
完
走
者
に
東
京

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
招
待
券
が
あ
た
る
抽
選

も
あ
り
ま
す
。

【
と 

き
】
11
月
21
日
（
日
）
雨
天
決
行

開
会
式 

午
前
８
時
30
分

【
と
こ
ろ
】
県
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

【
参
加
料
】

・
大
人 

２
，
５
０
０
円

・
小
人 

１
，
５
０
０
円

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
親
子
の
部
（
親
子
ペ
ア
）

　

３
，
０
０
０
円

【
申
込
先
】

①
沖
縄
県
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

　

８
月
28
日
（
土
）
～
10
月
３
日
（
日
）

　
（
火
曜
日
を
除
く
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
８
時

②
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
各
店(

24
時
間
受
付)

　

８
月
28
日
（
土
）
～
10
月
３
日
（
日
）

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み

　

８
月
28
日
（
土
）
～
10
月
３
日
（
日
）

・http://runnet.jp/runtes/

・http://w
w

w
.sportsentry.ne.jp

④
現
金
書
留
申
込
み

　

８
月
28
日
（
土
）
～
10
月
１
日
（
金
）

　

沖
縄
市
比
屋
根
５

－

３

－

１

　

中
部
ト
リ
ム
マ
ラ
ソ
ン
大
会
事
務
局
宛

【
申
込
期
限
】
10
月
３
日
（
日
）

148月号　広報うるま 2010

i n f o r m a t i o n

第
６
回
う
る
ま
市
空
手
道
古
武
道
選

手
権
大
会

【
競
技
種
目
】

・
空
手
道

①
一
般
男
子
個
人
型 

②
壮
年
男
子
個
人
型

③
女
子
個
人
型 

④
男
子
個
人
組
手

・
古
武
道

①
女
子
棒 

②
一
般
男
子
棒 

③
壮
年
男
子
棒 

④
女
子
サ
イ 

⑤
一
般
男
子
サ
イ
⑥
壮
年
男

子
サ
イ

【
と 

き
】
９
月
12
日
（
日
）

　

午
後
１
時
開
会

　

午
後
１
時
30
分
競
技
開
始

【
と
こ
ろ
】
う
る
ま
市
具
志
川
総
合
体
育
館

【
対 

象
】
18
歳
以
上
（
高
校
生
不
可
）
の
う

　

る
ま
市
民
（
現
住
所
、
又
は
本
籍
が
う
る

　

ま
市
に
あ
る
者
）
又
は
う
る
ま
市
内
の
道

　

場
所
属
者
。

【
参
加
料
】

・
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
加
入
者

　

１
人 

２
，
０
０
０
円

・
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
無
加
入
者

　

１
人 

２
，
５
０
０
円

【
申
込
方
法
】
所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を

　

記
入
の
上
、
参
加
料
を
添
え
て
各
道
場
、

　

又
は
個
人
で
申
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。
ス

　

ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
加
入
者
は
必
ず
そ
の
写

　

し
を
添
え
て
提
出
す
る
こ
と
。

【
申
込
期
限
】
９
月
３
日
（
金
）
午
後
５
時

　
（
期
日
厳
守
）

うるま市立公民館講座のごあんない
募集期間：平成 22 年 8 月 23 日（月）～ 27 日（金）

申込・実施場所 講座の内容 期間・回数・時間 対象

勝連地区公民館
☎９７８－７１９４

山野草教室
　平成 22 年 9 月 9 日～ 10 月 14 日
　ほぼ毎週木曜 14:00 ‐ 16:00　全 6 回

一般成人

デジカメ活用術入門編
　平成 22 年 9 月 1 日～ 10 月 6 日
　毎週水曜 14:00 ‐ 16:00 　全 6 回

今日からできる収納
　平成 22 年 9 月 8 日～ 10 月 6 日
　毎週水曜 19:00 ‐ 21:00 　全 5 回

石川地区公民館
☎９６４－３４３３

英会話教室
　平成 22 年 9 月 6 日～ 10 月 25 日
　毎週月曜 19:00 ‐ 21:00 　全 6 回

暮らしに役立つ実用書道
　平成 22 年 9 月 7 日～ 10 月 25 日
　毎週火曜 14:00 ‐ 16:00 　全 6 回

与那城地区公民館
☎９７８－６８３６

押し花アート
　平成 22 年 9 月 8 日～ 9 月 29 日
　毎週水曜 14:00 ‐ 16:00 　全 4 回

・都合により変更する場合があります。事前にご確認ください。・申し込み人数が定員を超した場合は抽選になります。
・受講者が１０人に達しない教室は開講できません。 ・講座は無料です。（教材費は自己負担になります。）

中
部
ト
リ
ム
マ
ラ
ソ
ン
大
会
事
務
局

1
９
３
２
｜
５
１
１
４

う
る
ま
市
体
育
協
会1

９
７
４
｜
２
５
４
０
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Ｅ
メ
ー
ル kanko@

urum
a-shoko.jp

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

・
う
る
ま
市
商
工
会

　

http://w
w

w
.urum

a-shoko.jp/

・
う
る
ま
市
商
工
観
光
課

　

http://w
w

w
.city.urum

a.　
　
　
　

　

lg.jp/5
/4

0
0

7
.htm

l

【
通 

知
】
事
務
局
に
て
書
類
選
考
を
行
い
、 

　

９
月
上
旬
ま
で
に
通
知
し
ま
す
。

み
ん
な
で
踊
ろ
う 

う
る
ま
市
音
頭
♪

　

第
５
回
う
る
ま
祭
り
で
踊
る
う
る
ま
市
音

頭
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
！

【
と 
き
】
８
月
28
日
（
土
）

　

午
後
７
時
～
午
後
９
時

【
と
こ
ろ
】
石
川
地
区
公
民
館

【
対
象
者
】
各
自
治
会
と
子
ど
も
会
、
女
性

　

連
合
会
、
保
育
所
、
民
踊
連
、
舞
踊
協
会
、

　

職
場
等
各
団
体
の
代
表
者
2
人
～
3
人

【
申
込
方
法
】当
日
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
受
講
料
】
無
料

【
お
問
い
合
わ
せ
】

・
商
工
会
石
川
支
所
☎
９
６
５

－

４
４
４
１

・
商
工
観
光
課 　

  

☎
９
６
５

－

５
６
３
４

第
５
回
う
る
ま
祭
り
出
演
希
望
者

募
集
！

　

う
る
ま
祭
り
は
、
第
５
回
と
い
う
節
目
の

年
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
「
市
民
一
人

ひ
と
り
が
主
役
の
祭
り
」
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
文
化
祭
や
余
興
出

演
で
培
っ
た
自
慢
の
舞
台
芸
を
披
露
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
老
若
男
女
資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。

皆
様
の
申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
と 

き
】
10
月
16
日
（
土
）・
17
日
（
日
）

【
と
こ
ろ
】
具
志
川
総
合
運
動
公
園

【
募
集
種
目
】
歌
、
バ
ン
ド
演
奏
・
民
謡
・

　

ダ
ン
ス
・
手
品
な
ど
祭
り
を
盛
り
上
げ
る

　

舞
台
芸
で
あ
れ
ば
内
容
は
問
い
ま
せ
ん
。

【
申
込
方
法
】
募
集
要
項
を
よ
く
お
読
み
の

　

上
、
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

　

う
る
ま
市
商
工
会
石
川
支
所
に
メ
ー
ル
・

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送
（
当
日
消
印
有
効
）。

　

募
集
要
項
、
申
込
用
紙
は
、
う
る
ま
市
商

　

工
会
・
う
る
ま
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。
ま
た
、
う
る
ま
市
商

　

工
会
石
川
支
所
・
う
る
ま
市
商
工
観
光
課

　

に
て
配
布
。

【
申
込
期
限
】
８
月
27
日
（
金
）

　

申
込
先
へ
の
直
接
申
込
は
、
平
日
午
前
９

　

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
受
付

【
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
】

　

う
る
ま
市
商
工
会
石
川
支
所

　
　
　
　
　

☎
９
６
５

－

４
４
４
１

　
　

  

Ｆ
Ａ
Ｘ 

９
６
５

－

４
０
２
６

　

〒
９
０
４

－

１
１
０
５

　
　

う
る
ま
市
石
川
白
浜
１

－

１

－

５

お
知
ら
せ

ハ
ブ
ク
ラ
ゲ
に
ご
注
意
！

（
海
へ
行
く
時
は
、
食
酢
持
参
で
！
）

　

夏
は
ハ
ブ
ク
ラ
ゲ
被
害
が
多
い
季
節
で

す
。
ハ
ブ
ク
ラ
ゲ
は
朝
方
か
ら
日
中
は
、
岸

近
く
の
浅
瀬
に
い
ま
す
。

予
防
は
！

①
海
水
浴
を
す
る
場
合
は
、「
ハ
ブ
ク
ラ
ゲ

　

侵
入
防
止
ネ
ッ
ト
」
の
内
側
で
泳
ぎ
ま   

　

し
ょ
う
。

②
遊
泳
時
に
は
で
き
る
だ
け
肌
の
露
出
を
避

　

け
ま
し
ょ
う
。

③
海
に
出
か
け
る
際
に
は
、
酢
（
食
酢
）
を

　

持
参
し
ま
し
ょ
う
。

刺
さ
れ
た
ら
！

①
ま
ず
海
か
ら
上
が
り
、
激
し
い
動
き
を
し

　

な
い
で
、
近
く
に
い
る
人
に
助
け
を
求
め

　

ま
し
ょ
う
。

②
刺
さ
れ
た
部
分
は
こ
す
ら
ず
に
、
酢
（
食

　

酢
）
を
た
っ
ぷ
り
か
け
て
触
手
を
一
本
ず

　

つ
、
つ
ま
み
取
っ
た
後
、
氷
や
冷
水
で
冷

　

や
し
ま
し
ょ
う
。

③
応
急
処
置
を
し
、
医
療
機
関
で
治
療
を
受

　

け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
ハ
ブ
ク
ラ
ゲ
の
他
に
も
毒
を
持
つ
生
き

　

物
と
し
て
、
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
や
オ
コ

　

ゼ
、
ウ
ニ
な
ど
た
く
さ
ん
い
ま
す
の
で
、

　

怪
し
い
物
に
は
触
れ
な
い
方
が
無
難
で

　

し
ょ
う
。

核
世
代
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
雇
用
奨
励
金

事
業
の
ご
案
内

【
事
業
主
の
方
へ
】

　

核
世
代
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
雇
用
奨
励
金
事

業
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
紹
介
す
る
沖
縄

県
に
居
住
す
る
求
職
者
40
歳
以
上
44
歳
以

下
（｢

核
世
代｣

）
を
事
業
主
が
短
期
間
（
原

則
３
か
月
）
試
行
的
に
雇
用
し
、
常
用
雇

用
へ
の
移
行
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。
再

チ
ャ
レ
ン
ジ
雇
用
を
行
う
事
業
主
に
は
、

対
象
労
働
者
１
人
に
つ
き
月
額
５
万
円
の

奨
励
金
を
最
大
３
か
月
間
支
給
し
ま
す
。

※
制
度
の
活
用
に
あ
た
っ
て
は
、（
財
）
雇

　

用
開
発
推
進
機
構
へ
の
登
録
が
必
要
で
す
。

※
こ
の
奨
励
金
事
業
は
、
沖
縄
県
か
ら
委

　

託
を
受
け
実
施
す
る
事
業
で
す
。

【
登
録
・
お
問
い
合
わ
せ
】

　
（
財
）
雇
用
開
発
推
進
機
構

　
　
　

 

☎
８
５
９

－

６
１
４
０

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

８
５
９

－

６
２
２
０

　

http://w
w

w
.em

pact.or.jp

第２回沖縄 キッズトライアスロン
in うるま

　海中道路ロードパークを中心
に、小中学生が白熱したレースを
展開します。選手への声援をお願
いします。

【と き】８月 15 日（日）
　　　  午前９時 スタート

【お問い合わせ】
沖縄キッズトライアスロンｉｎうるま
実行委員会（うるま市商工会内）
☎９６５－４４４１

う
る
ま
祭
り
実
行
委
員
会
（
商
工
観
光
課
）

1
９
６
５
｜
５
６
３
４

う
る
ま
祭
り
実
行
委
員
会
（
商
工
観
光
課
）

1
９
６
５
｜
５
６
３
４

環
境
課

1
９
７
３
｜
５
５
９
４

（
財
）
雇
用
開
発
推
進
機
構

1
８
５
９
｜
６
１
４
０
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成
せい

年
ね ん

後
こ う

見
け ん

制
せ い

度
ど

って知っていますか？
どんな制度？

成年後見人等はどんなことができるの？

利用するにはどうしたらいいの？

どこに相談すればいいの？

　認知症、知的障害、精神障害などの理由により、判断能力が不十分な方々は、財産・金銭の管理や、
様々な法的手続きを行う必要があっても、自分でこれらのことを行うのが難しい場合があります。ま
た、自分に不利益な契約であっても、よく判断ができずに契約を結んでしまい、悪徳商法等の被害に
あう恐れもあります。このような判断能力が不十分な方々の財産や権利を保護し、生活を支援するこ
とを目的とした制度です。
　本人の判断能力の程度に応じて「後見」「保佐」「補助」の３つの支援内容が分かれています。

・契約の締結 　・悪徳商法などの契約を取り消す
・財産管理 　　・入退院、施設等への入所手続き 　・本人がやることの同意 など

①申 立 て・・・制度の利用が必要な方が住んでいる地域の「家庭裁判所」に申し込みます。
　　　　　　　　　※申立てのできる人：本人・配偶者・４親等内の親族・市町村長（身寄りがいな
　　　　　　　　　い場合など）
②審判手続き・・・家庭裁判所は、本人の生活状況や財産などの様子や気持ちを聞いて、制度利用の
　　　　　　　　　必要性やそのような支援が必要か調査します。 ※「後見」「保佐」の審判を開始
　　　　　　　　　する際は、本人の精神状況を専門医に鑑定してもらうことがあります。
③審　　　判・・・家庭裁判所は本人の状況や事情に応じて、もっとも適切と思われる人を選任し、
　　　　　　　　　支援方法を決めます。※後見人等として選ばれるのは、配偶者や親族、または弁
　　　　　　　　　護士や司法書士、社会福祉士といった専門家です。

＜申請窓口及び相談＞
　那覇家庭裁判所沖縄支部 沖縄市知花６丁目７－７　☎０９８－９３９－００１７
　手続きや申立てに必要な書類や費用などについて説明を行っています。
＜制度に関する相談＞
　＊認知症高齢者の場合 ⇒ うるま市地域包括支援センター（介護長寿課内） 　☎０９８－９７３－５１１２
　＊知的・精神障害者の場合 ⇒ うるま市障がい福祉課　 ☎０９８－９７３－５４５２

自
衛
官
募
集
の
ご
案
内

種目 受験資格 受付期間 試験日（１次）

航空学生 高卒（見込）２１歳未満 8 月 1 日～ 9 月 10 日 9 月 23 日

一般曹候補生
18 歳以上 27 歳未満

（高卒見込も含む）

8 月 1 日～ 9 月 10 日 9 月 18 日

自衛官候補生（男子） 8 月 1 日～ 9 月 16 日 9 月 20 日

自衛官候補生（女子） 8 月 1 日～ 9 月 10 日 9 月 26 日

看護学生 高卒（見込）２４歳未満 9 月 6 日～ 10 月 1 日 10 月 23 日

防衛医科大学校

高卒（見込）２１歳未満

9 月 6 日～ 10 月 1 日 10 月 30・31 日

防衛大学校（推薦） 9 月 6 日～ 9 月 9 日 9 月 25・26 日

防衛大学校（一般） 9 月 6 日～ 10 月 1 日 11 月 6・7 日

【
連
絡
先
】

沖
縄
市
美
里
１
丁
目
２
番
９
号

自
衛
隊
沖
縄
地
方
協
力
本
部

沖
縄
募
集
案
内
所

　
　

☎
９
３
７

－

１
６
０
８
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広告掲載に関するお問い合わせは、丸正印刷株式会社　1 835－8181

◆市民無料法律相談
うるま市顧問弁護士：ゆあ法律事務所　宮國英男弁護士
　【と　き】毎月第２木曜日　午後２時〜午後４時
　【ところ】石川庁舎（1階市民相談室）
　【受　付】市民ロビー　午後 1時受付開始

　【と　き】毎月第 4木曜日　午後 2時〜午後 4時
　【ところ】本庁（１階市民相談室）
　【受　付】2階市民生活課　午後 1時受付開始

※先着 8名
午後１時から受付カードを配布しますが、法律相談は先
着８名までとなっておりますので、お早めにご来庁くだ
さい。窓口が大変込み合い相談を受けることが出来ない
場合がありますので予めご了承ください。

うるま市民無料相談所の開設

【人権相談】
近隣のトラブル、家庭内のもめごと、いじめ、体罰など
人権問題でお困りの方。
※法務局沖縄支局でも平日相談可能です。
☎９３７－３２７８
【行政相談】
国の行政や特殊法人についての苦情や意見・要望を受け
付けます。
※沖縄行政評価事務所でも平日相談可能です。
☎８６７－１１００
【消費者相談】
マルチ商法やＳＦ商法（沖縄では「ハイハイ学校」）な
どの悪質商法、架空請求や金融問題 (多重債務 )等に対
するトラブル等について消費生活専門員が対応します。
※沖縄県県民生活センターでも平日相談可能です。
☎８６３－９２１４
※相談は無料で秘密は固く守られます。お気軽にご相
　談ください。

◆人権・行政合同相談所
【と　き】8月 19日（木）　午前 10時〜午後 4時
【ところ】与那城庁舎　３階第３会議室
◆消費者相談

連絡先：市民生活課　　 973-5487

【と　き】毎週水曜日　午前 10時〜午後 4時
【ところ】市役所本庁１階　市民相談室

第3回うるみん健康・福祉まつり
みんないきいき障がいフェスタ

うるみん健康・福祉まつりは、多くの市民が楽しみな
がら、健康と福祉への関心を高めていただくと同時に、
障がい者のみなさんが、日頃行っている社会復帰・自
立促進に関する活動の紹介や作品の販売を行います。

みんないきいき障害フェスタ参加団体
（身体・知的・精神の三障害）

　　☆地域生活支援センター
　　☆就労支援関係の団体
　　☆授産施設関係の団体
　　☆病院関係の団体

子どもからお年寄りまで参加するよ！！
　　☆市内の保育園の園児による演技
　　☆児童館の児童による演技
　　☆老人会によるおどり

おもしろイベントが盛りだくさん！！
　　☆温水プールでの運動指導教室（無料開放）
　　☆健康相談・健康パネル展示
　　☆野外ステージ
　　☆巨大エアーアミューズメント
　　☆おもしろ切り紙体験
　　☆こどもアニメ映写会
　　☆災害救助犬、セラピー犬とのふれあいコーナー
　　※イベント内容については変更する場合があります。

【と き】９月 11 日（土）午前 10 時～午後 6 時
　　　　◆開会式：午前 10 時
　　　　12 日（日）午前９時～午後５時
　　　　◆閉会式：午後５時

【ところ】うるま市健康福祉センターうるみん
【お問い合わせ】うるま市健康福祉まつり実行委員会

☎９７３－５４５９
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青
い
羽
根
募
金
に
つ
い
て

　

毎
年
、
海
の
日
を
中
心
と
し
て
、
７
月
１

日
か
ら
８
月
31
日
ま
で
は
、「
青
い
羽
根
募

金
」
の
強
化
月
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

募
金
は
船
舶
の
遭
難
や
海
洋
レ
ジ
ャ
ー
事
故

の
際
の
人
命
救
助
及
び
そ
の
訓
練
、
機
材
の

購
入
等
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

【
募
金
の
振
込
先
】

・
沖
縄
銀
行 

高
橋
支
店

　

口
座
番
号 

（
普
通
）
１
５
２
６
３
２
９

　
（
口
座
名
義
）
社
団
法
人
琉
球
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15
年
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月
１
日
よ
り
「
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源
有
効
利

用
促
進
法
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パ
ソ
コ
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リ
サ
イ
ク
ル
法
）」
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き
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ソ
コ
ン
を
再
資
源
化
す
る
Ｐ
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サ
イ
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ル
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
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不
要
に
な
っ
た
パ
ソ
コ
ン
を
不
燃
ご
み
と

し
て
出
し
て
も
市
で
は
法
律
に
よ
っ
て
回
収

出
来
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。
回
収
に
つ
い
て
は
、「
パ

ソ
コ
ン
３
Ｒ
推
進
協
会
」
か
「
各
メ
ー
カ
ー
」

に
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
３
Ｒ
推
進
協
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会
】

☎
０
３

－

５
２
８
２

－

７
６
８
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403 件
384 人

0 件

救急出場件数
搬送人員
火災件数
（　）は平成 22年１月からの累計。

（2,651 件）
（2,476 人）
（14 件）

＋ 74
＋ 41
＋ 33
＋ 72

118,377 人
59,125 人
59,252 人
44,383 戸

人　口  
 男   
 女         
世帯数

2010年 7月1日 前月比

☆うるま市文具事務用品事務機器納品業組合様より
　10万円の寄付
☆石川うないの会様より10万円の寄付

☆吉
よしもと

本昌
まさかず

和様（勝連平敷屋）より３万円の寄付

☆赤
あかみね

嶺初
は つ こ

子様(字喜屋武）より３万円の寄付

☆照
て る や

屋林
りんこう

宏様（字豊原）より１０万円の寄付

☆スーパーボウル・ジーエックス様（沖縄市池原）より
　２万円の寄付

☆石川うないの会様より１０万円の寄付

☆うるま市社交飲食業組合様より１０万円の寄付

広告掲載に関するお問い合わせは、丸正印刷株式会社　1 835－8181

うるま市社会福祉協議会へ

うるま市育英会へ

消防活動状況（平成 22 年 6 月） 

うるま市の人口

消防設備士試験
【 試 験 日 】10 月 31 日（日）
【 試 験 の 種 類 】甲種（特類・第１類・第４類・第５類）

　　　　　　　 乙種（第１類・第４類・第６類・第７類）
【 試 験 会 場 】沖縄国際大学
【願書受付期間】９月 24 日（金）～ 10 月１日（金）
【案内書配布先】 市消防本部、具志川消防署、与勝消防署
【 受 付 方 法 】 願書を下記へ郵送又は直接窓口へ持参
【お問い合わせ】（財）消防試験研究センター沖縄県支部
　　　　　　　　〒 900 － 0029
　　　　　　　　那覇市旭町 116-37 自治会館 6 階
　　　　　　　　☎９４１－５２０１

美ら島沖縄総体 2010 うるま市実行委員会へ

大切な命を守るため、住宅用火災警報器を設置しましょう。

◎あなたも救命のリレーに参加しませんか？
※ＡＥＤは誰でも使える救命の道具です、応急手当講
習会を受講して使い方を覚えましょう！

◎沖縄県では小児救急電話相談（＃ 8000）が平成 22年
7月 5日（月）からスタートしました。

社
団
法
人
琉
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会
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課
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５
５
９
４



【開催場所】
うるま市与那城総合公園陸上競技場

【出演団体】
うるま市各青年会・子ども会等

９/4（土）
   ５（日）

うるま市
エイサー
まつり

第５回

※スタンド観客席は、利用者の安
全確保のため、係員を配置して
入場制限を行います。係員の指
示に従ってくださいますよう、ご
理解、ご協力をお願いします。

※会場内は禁煙となっておりますの
で喫煙は所定の場所で行ってく
ださい。

※会場内にゴミ分別ステーション
を設置しておりますので、分別の
ご協力をお願いします。

【お問い合わせ先】
 エイサーまつり事務局　
　 ９７８-９４０４
 うるま市商工観光課
　 ９６５-５６３４
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